
横浜都心臨海部の主要な玄関口である横浜駅や
桜木町駅から主要観光地（目的地）まで、徒歩
15分以上かかる距離にある。

都心臨海部では、縦軸の移動（駅⇔観光地）と
横軸の移動（水際線）が長年の課題であった。
そのため、街に”多彩な交通”を充実させる施策
を掲げ、モビリティの配備を行っていた。

イベントチラシや観光MAPを設置

多様なモビリティを集結させた大規模交通結節点
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モビリティハブ事業に興味・関心をお持ちの方は、お気軽に下記までご連絡ください
連絡先：磯江 諒亮　E-mail：r.isoe@at-yokohama.co.jp　もしくは　問い合わせE-mail：info@at-yokohama.co.jp

１．背景と目的 STAY YOKOHAMAの取組み

２．グリーン・マルチモビリティハブステーション・みなとみらい

３．移動情報の発信機能 ５．地域連携施策の取組み

６．定量分析（簡易版）
サービス間格差はあっ
たものの、モビリティ利
用者は1日あたり35名強
であった。

７．振り返り・学び(抜粋)

『グリーン・マルチモビリティハブステーション・みなとみらい』

横浜は来街者の平均滞在箇所「1.9ヶ所」と、
約52％の方が1ケ所のみで帰ってしまう。
『各々強みを活かしたSTAY YOKOHAMA施策』
☑横浜スパークリングトワイライト（花火）
☑ヨルノヨ（イルミネーション）
☑横浜春節祭2025(観光閑散期1月~2月の対策)　

Q:横浜都心臨海部は、移動しやすい街だと思い
ますか？(N=230)

移動しずらさを解消することで
回遊性が高まるのではないか

（１）実施場所
横浜みなとみらい２１地区の
LIVINGTOWN みなとみらい

（２）地理的特徴とモビリティ
モビリティハブのターゲットニー
ズに合わせたモビリティを選定

（３）ステーション全体図 （４）実際の写真
【区画A】

【区画B】

４．WEBページでモビリティサービスを集約
【実証実験概要】　【お客様向け】

368回

モビリティハブステーションを舞台に周辺施設やイベントとの連携を実施
➤移動する目的づくりを推進

Q:移動が面倒だと感じたときに、グリーン・マルチモビリテ
ィハブステーションのように、様々なモビリティが集約して
いる拠点があれば、モビリティを使うと思いますか？

【事業性】
「土地代」「滞留施設」「EV充電設備」「人件費」を企業で持ち出す場合、モビ
リティ機能だけでは事業性が厳しい
➤特に「滞留施設」は滞留する理由がない限り、効果は限定的である
【移動の目的訴求】
今回の実証実験において、屋外に案内板を設置できず、移動する目的を通行人
に訴求できず、思っていた回遊性向上が叶わず
➤デジタルサイネージ等を導入し、移動する目的づくり機能が必要である
【多拠点展開・広域展開】
1ケ所ではなく、多拠点（広域）展開でなければ、効果が限定的である
【大規模輸送手段との交通結節機能】
大規模輸送手段との交通結節地でなければ、効果が限定的である


